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１. ２０１６年度 決算概況 
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２０１６年度 決算概況（連結） 

（単位：億円） 
２０１５年度 

実 績 

２０１６年度 

修正予想※ 実  績 前年度比 修正予想比 

売上高 1,129 1,110 1,079 96% 97% 

粗利率 8.3% 8.4% 8.6% 104% 102% 

販管費 88.1 86.7 85.7 97% 99% 

営業利益 
（同率） 

6.0 
(0.5%) 

6.0 
(0.5%) 

7.0 
(0.7%) 

117% 
 

118% 
 

経常利益 2.5 3.7 4.8 187% 131% 

当期純利益 0.1 0.0 2.2 ー ー 

月平均為替ﾚｰﾄ 
（US$/¥) 119.4円 107.3円 108.9円 ー ー 

4 ※2016年12月20日業績予想修正 



２０１６年度 市場分野別 売上高変動主要因 
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（単位：億円） 

▲５０億円 

２０１６年度 

実績 

１，０７９ 
前年比９６％ 

国内 

７１４ 
前年比９５％ 

海外 

３６５ 
前年比９６％ 

海外   ▲１７ 

国内   ▲３３                 

２０１５年度 

実績 

１，１２９ 

国内 

７４７ 

海外 

３８２ 

▲36 

ＰＣ・周辺 
ﾓﾊﾞｲﾙ端末  

事務機器 

＋16 

【海外＋11】 
【国内▲47】 

【海外  ▲5】 
【国内＋21】 

▲11 

その他 

【海外 ▲7】 
【国内 ▲4】 

車載 

＋36 

【海外＋23】 
【国内＋13】 

▲49 

為替影響  

【海外▲36】 
【国内▲13】 

▲6 

産業ｲﾝﾌﾗ 

【海外 ▲3】 
【国内 ▲3】 



２０１６年度 営業利益変動主要因 
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２０１５年度
実績 

２０１６年度 

実績 

（単位：億円） 

人件費増

▲0.2  

  

７．０ 
６．０ 

利益率改善に
伴う利益増等  

為替影響に
伴う利益減  

為替影響に
よる経費減  

その他経費減  

【海外＋1.0】 
【国内＋1.0】 【海外▲2.0】 

【国内▲1.4】 

【海外▲0.2】 
【国内＋0.0】 【海外＋0.4】 

【国内＋0.2】 

【海外＋2.0】 
【国内 － 】 

販管費減による 

営業利益増＋２．４ 
粗利減による 

営業利益減▲１．４ 



２０１６年度 Ｂ／Ｓ概要 

資産の部 負債・純資産の部 

（単位：億円） 

597 597 590 590 

仕入債務 

有利子負債 

その他 

純資産 

現預金 

売上債権 

たな卸資産 

有形固定資産 

その他 
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２. ２０１７年度 業績予想 



 ２０１７年度見通し 

市 場 市場環境 事業見込 

ＰＣ/ＰＣ周辺 
モバイル端末 

・スマートフォン伸び鈍化 
・ＰＣ・タブレット市場成熟化 

・ＰＣ・タブレット向け電子部品 
 シェア拡大 
・ＳＳＤ新規採用により電子機器増 

事務機器 ・複写機市場の成長鈍化 
・操作部ユニット採用機種の減少 
・ＨＤＤ取扱い開始により電子機器増 

産業インフラ 
・生産設備投資の活発化 
・半導体・パネル市場好況継続 

・設備関連向け電子部品の販売増 
・ＩｏＴ関連製品の立ち上がり 

車載 ・自動車の電子化比率拡大 
・国内・海外共に半導体・電子部品 
 堅調に増加 
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２０１７年度 業績予想（連結） 

（単位：億円） 
2015年度 
実績 

2016年度 2017年度 

実績 前年度比 予想 前年度比 

売上高 1,129 1,079 96% 1,160 107% 

粗利率 8.3% 8.6% 104% 8.6% 100% 

販管費 88.1 85.7 97% 91.5 107% 

営業利益 
（同率） 

6.0 
(0.5%) 

7.0 
(0.7%) 

117% 8.0 
(0.7%) 

113% 
 

経常利益 2.5 4.8 187% 7.8 161% 

当期純利益 0.1 2.2 ー 6.0 269% 

月平均為替ﾚｰﾄ 
（US$/¥) 119.4円 108.9円 ー 110.0円 ー 
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２０１７年度 市場分野別 売上高変動主要因 
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（単位：億円） 

＋８１億円 

２０１７年度 

予想 

１，１６０ 
前年比１０７％ 

国内 

７６０ 
前年比１０６％ 

海外 

４００ 
前年比１１０％ 

海外   ＋３５ 

国内   ＋４６                 

２０１６年度 

実績 

１，０７９ 

国内 

７１４ 

海外 

３６５ 

車載 

＋6 

【海外 ＋5】 
【国内 ＋1】 

産業ｲﾝﾌﾗ 

＋29 

【海外  ＋4】 
【国内＋25】 ＰＣ・周辺 

ﾓﾊﾞｲﾙ端末 

＋17 

【海外  ＋5】 
【国内＋12】 

【海外  ▲5】 
【国内▲26】 

▲31 

事務機器 

その他 

＋60 

【海外＋26】 
【国内＋34】 



２０１７年度 営業利益変動主要因 
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２０１６年度
実績 

２０１７年度 

予想 

（単位：億円） 

人件費増  

８．０ 
７．０ 

売上増に伴う
利益増  

研究開発 

投資増  

その他経費増  
【海外＋2.8】 
【国内＋4.0】 

【海外▲0.4】 
【国内▲1.0】 

【海外    － 】 
【国内▲3.1】 

【海外   － 】 
【国内▲1.3】 

粗利増による 

営業利益増＋６．８ 
販管費増による 

営業利益減▲５．８ 



セグメント別推移 
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（単位：億円） 

1,079 
1,160 

8.0 

セグメント別売上高 セグメント別利益 

7.0 

 システムソリューション事業 

 デバイスソリューション事業 
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株主還元の強化 

※2016年度期末配当は記念配当2円を含む 

10 12 16 16 16

14
18

16 18 18

0

10

20

30

40

2013年度

実績

2014年度

実績

2015年度

実績

2016年度

実績

2017年度

予想

30 
34 （単位：円） 

配当性向 30％ 30％ 

32 
24 

期末 

中間 

総還元性向 

   自己株式の取得について（２０１７年７月１４日開示） 
     ・取得株式の総数  ５０万株（上限）※発行済株式総数（自己株式を除く）の２．９５％ 
     ・取得価格の総額  ６億円（上限） 
     ・取得期間           ２０１７年７月１８日～２０１７年１２月２９日 
     ・取得方法           市場買付  

258％ 

30％ 30％ － 258％ 

96％ 

196％ 

34 

－ 



３. 中期経営目標 進捗状況 
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中期事業戦略 

２０１８年度 

  売上高  1,250億円 

  営業利益率   1.5％ 

  

シ
ス
テ
ム
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業 

機能価値活用による 

「収益力向上」 

デバイスソリューション事業 

グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
に
よ
る 

「
グ
ロ
ス
拡
大
」 

２０１６年度 

事業経営 
３路線 

製造 

16 

貿易 

技術 



２０１６年度 総括 

 重点注力ビジネスは着実に伸長も、 

 中期経営目標達成に向け加速が必要 
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   ■ デバイスソリューション事業 

   ・戦略商材は順調に伸長、コア商材はベースライン売上を確保 

   ・グロス拡大加速の為、ＨＤＤ事業を譲受基本合意 

   ・海外事業は為替のマイナス影響も、ローカルビジネスは横ばい 

   ■ システムソリューション事業 

   ・組込ＩｏＴビジネスは、体制強化により保有商談増加 

    ２０１７年度以降本格立ち上がり 

   ・自社製品は、新製品拡充により巻き返し 



【システムソリューション事業】 

・産業マーケットを主領域とした 

       ＩｏＴビジネスの拡大 

・収益力向上のための 

            自社製品事業の強化 

２０１６年度 ２０１７年度 ２０１８年度 

２０１７年度 対処すべき課題 

強固な事業基盤作り 

デ
バ
イ
ス 

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン 

中
期
経
営
目
標
ス
タ
ー
ト 

 

事
業
効
率
改
善
と
経
営
資
源
再
配
分 

新
た
な
ス
テ
ー
ジ 

事
業
成
長
の
加
速 
２０１９年度～ 

ア
ラ
イ
ア
ン
ス
＆
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
強
化 

【デバイスソリューション事業】 

・戦略商材の強化・拡充 

・地域密着型の事業運営 

  による海外売上比率の拡大 
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中期経営目標の進捗状況 

１，１２９ 
１，０７９ 

１，１６０ 
１，２５０ 

０．５ 

１．５ 

０．７ ０．７ 
営業利益率 
（単位：％） 

売上高 
（単位：億円） 
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デバイスソリューション事業 

2016年度 
実績 

2015年度 
実績 

2018年度 
中期目標 

コア 

商材 

戦略 

商材 

その他 

８４ 

201７年度 
予想 

９１４ 

８６９ 

９２０ 

９８０ 

１２７ 

１７４ 

  

 ■ルネサスエレクトロニクス社製品を核とした 

   ソリューション拡充 

 ■コア商材を組合わせたソリューションビジネス 

   展開             

 

 ■外資系メモリ 
   ・車載・ＰＣ市場向け堅調に増加 
   →ＨＤＤを加え、ストレージビジネスとして加速 
 ■車載用半導体 
   ・センサ搭載比率拡大により順調に伸長 
 ■薄型電池 
   ・“安全、安心”をキーワードに新市場開拓 

（単位：億円） 

コア商材 

戦略商材 
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ストレージビジネスの展開 

（単位：億円） 

７６ 

１１４ ストレージビジネスの拡大 

事務機器 ＰＣ 車載 データセンタ 

既存領域 成長領域 

１６ 

４２ 

HDD 
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海外ローカルビジネスの拡大 

・海外ローカル顧客への 

         営業体制再構築 

 

・車載／産業市場へ向けて 

 パートナ協業によるソリューション展開 

 

・ＰＣ／サーバ市場におけるシェア拡大 

４００ 成長マーケット視点での         
地場戦略顧客の増出 

日系 

顧客 

３６５ 

４１０ 

ローカル 

顧客 

（単位：億円） 

３８２ 

５７％ 

４３％ 

５５％ 

４５％ 

４６％ 

５４％ 

４８％ 

５２％ 



システムソリューション事業 
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２１０ 

（単位：億円） ＩｏＴソリューションビジネス集中 

製造装置 
工場製造ライン 

稼働監視 遠隔監視 

予兆検知 

現場作業支援 

トレーサビリティ 品質管理 

ＩｏＴソリューションサービス 

『製造』産業マーケット 

当社既存顧客 
約2000社 

８ 

２７０ 

２１６ 

２４０ 

２３ 

４５ 

組込ＩｏＴ製品拡充 



製造ラインの『効率化』導入実績 
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本社 

工場Ａ 

ビッグデータ 

解析システム 

工場Ｂ 
工場Ｃ 

 
◆生産量→５％ＵＰ 
◆品質(不良率)→５％減 
◆各工場の稼働状況リアルタイム監視 

 

 

ビッグデータ活用による生産効率改善 

Ａ社様（エンジン用部品製造メーカ）の課題 

IoTソリューション導入により課題解決！ 

サーバ 

ゲートウェイＦＣ 

ＰＣ 

               納入実績：３千万円 

 ◆ビッグデータ解析ソフトウェア 

 ◆サーバ、ゲートウェイＦＣ、クライアントＰＣ 

 ◆ネットワーク機器 

 ◆システムインテグレーション 

佐鳥ソリューション 



2016年度 2017年度 2018年度 

自社製品の拡大 
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スイッチ 

鉄道 

既存無線モジュール 

無線応用 
長距離化・新用途（ＲＳ-４８５）・ＩＭＥＳ 

ＮＦＣ 

6億円 

4億円 

5億円 

消防・防災 

絶縁監視ソリューション 

重点商品への集中 

  ◎絶縁監視ソリューション 

  ◎無線応用製品     

販売ネットワーク整備 

ラインアップ拡充 



絶縁監視装置 新製品 

【新製品】 Ｌｅａｋｅｌｅ ＤＨ＋地絡電流抑制装置（(株)昭電製） 

電設工業展にて 経済産業大臣賞 を受賞    

26 

関東電気保安協会殿・関電工殿 

との共同研究により開発 



ご清聴ありがとうございました 
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このプレゼンテーションで述べられている業績見通しは、現時点で

入手可能な情報に基づく将来の予測であり、さまざまなリスクや

不確定な要素が含まれております。従って実際の業績は予測と大

きく異なることがあります。                            

これらのリスクや不確定要素には以下のようなものがあります。 

資料取扱い上のご注意 

・主要市場の経済情勢や消費動向 

・為替相場の大幅な変動 

・資本市場における相場の大幅な変動 

・主要製品市場における需給関係の急激な変動 

・技術革新、顧客ニーズの変化 等 

28 



【参考資料①】 

主要得意先 売上高 上位20社 

　　2015年度 　　2016年度

上位10社 上位11～20社 上位10社 上位11～20社

 キヤノングループ  ミツミ電機  キヤノングループ  ミネベアミツミグループ

 ＮＥＣグループ  三菱電機グループ  ＮＥＣグループ  三菱電機グループ

 リコーグループ  デンソー  リコーグループ  デンソー

 沖電気グループ  TOTO  沖電気グループ  TOTO

 マキタ  日立グループ  マキタ  日立グループ

 東芝グループ  アオイ電子  荏原製作所  アオイ電子

 HON HAI（台湾）  荏原製作所  HON HAI（台湾）  安川情報システム

 VIDEOCON（インド）  シマノ  VIDEOCON（インド）  シマノ

 QUANTA（台湾）  PHISON（台湾）  QUANTA（台湾）  COMPAL（台湾）

※ 顧客名の 青文字 は海外企業

顧客名
（順不同）

 パナソニックグループ  オリンパス

売上高
構成比

上位10社累計
54％ 上位20社累計

62％

顧客名
（順不同）

売上高
構成比

上位10社累計
54％ 上位20社累計

63％

 オリンパス パナソニックグループ
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品 目 前年度 ｖｓ 今回予想 前年比 

製 品 

【16実績】電動工具用スイッチ減 

【17予想】電動工具用スイッチ増 

       絶縁監視装置増 

96％ 

（102％） 

電子機器 

【16実績】複写機用操作部ユニット増 

       太陽光発電用パワーコンディショナ増 

【17予想】複写機用操作部ユニット減 

      複写機用ＨＤＤ増 

      新聞印刷機器用電子機器増 

      ＰＣ用ＳＳＤ増 

117％ 

（102％） 

電子部品 
【16実績】ＴＶ・ＰＯＳ用液晶減 

【17予想】ＴＶ用液晶増、ノートＰＣ用キャパシタ増 

97％ 

（112％） 

半導体 

【16実績】モバイル端末用モバイルＤＲＡＭ減 

      モバイルルータ用ベースバンドチップ減 

【17予想】ＤＳＣ用ＳｏＣ増 

82％ 

（106％） 

【参考資料②】 

品目別売上推移  

億円 

1,129 1,079 1,160 
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【参考資料③】 

市場分野別売上構成率推移  

億円 

23% 

6% 

20% 

5% 

19% 

18% 

1,129 

9% 

1,079 

23% 

6% 

21% 

6% 

15% 

17% 

12% 

1,160 

24% 

7% 

17% 

6% 

15% 

19% 

12% 

市場分野 前年度 ｖｓ 今回予想 前年比 

ＰＣ・周辺機器 
モバイル端末 

【16実績】ノートＰＣ用キャパシタ増 
             モバイル端末用モバイルＤＲＡＭ減 
             ｅＭＭＣメモリ用ＡＳＩＣ減 
【17予想】ＰＣ用ＳＳＤ増、ノートＰＣ用キャパシタ増 

74％ 

 

（111％） 

ＤＳＣ 
【16実績】ＤＳＣ用ＳｏＣ増 
【17予想】ＤＳＣ用ＳｏＣ増 

107％ 
（120％） 

事務機器 

【16実績】プリンタ・複写機用電子部品減 
             複写機用操作部ユニット増 
【17予想】複写機用ＨＤＤ増 
             複写機用操作部ユニット減 

103％ 

 
（87％） 

セキュリティ 
＆ライフ 

【16実績】太陽光発電用パワーコンディショナ増 
【17予想】住宅設備用電子機器増 

107％ 
（106％） 

産業インフラ 
【16実績】ＰＯＳ用液晶減 
【17予想】携帯基地局用光ケーブル増 
             半導体製造装置用空圧機器増 

96％ 
（112％） 

車載 
【16実績】カーオーディオ用メモリ増、車載用ＳＳＤ増 
【17予想】カーオーディオ用メモリ増 

130％ 
（102％） 

その他 
【16実績】ＴＶ用液晶減、金融端末用電子機器他減 
【17予想】ＴＶ用液晶増 
             新聞印刷機器用電子機器増 

86％ 
（124％） 

※『ＰＣ・周辺機器』、『モバイル端末』の区分を変更致しました 31 



【参考資料④】 

仕入先別売上構成率推移 

5% 

億円 

8% 

22% 

9% 

11% 

41% 

19% 

9% 

14% 

12% 5% 

45% 

1,129 1,079 仕入先 前年度 ｖｓ 今回予想 前年比 

ルネサスエレ
クトロニクス 

【16実績】ＤＳＣ用ＳｏＣ増 

       事務機用ロジックＩＣ減 

       ｅＭＭＣメモリ用ＡＳＩＣ減 
【17予想】ＤＳＣ用ＳｏＣ増 

84％ 

（107％） 

ＮＥＣグループ 

【16実績】複写機用操作部ユニット増 

【17予想】新聞印刷機器用電子機器増 

       複写機用操作部ユニット減 

137％ 

（77％） 

トーキン 
【16実績】ノートＰＣ用キャパシタ増 

【17予想】ノートＰＣ用キャパシタ増 

110％ 

（106％） 

マイクロン 【16実績】モバイル端末用モバイルＤＲＡＭ減 
4％ 

（116％） 

パナソニック 

グループ 

【16実績】太陽光発電用パワーコンディショナ増 

       ノートＰＣ用バッテリ減 

【17予想】医療用バッテリ増 

99％ 

（109％） 

 

住友電工 

グループ 

 

【16実績】通信機器用光部品減 

【17予想】通信機器用光部品増 

       携帯基地局用光ケーブル増 

94％ 

（113％） 

 

その他 

 

【16実績】カーオーディオ用メモリ増 

       モバイルルータ用ベースバンドチップ減        

【17予想】複写機用ＨＤＤ増 

       ＴＶ用液晶増、ＰＣ用ＳＳＤ増 

       電動工具用スイッチ増 

96％ 

（117％） 

1,160 

42% 

19% 

9% 

10% 

5% 

12% 

3% 
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